
近年，カーボンニュートラル実現への取り組みが活発化し
ており，化石資源利用に依存する産業部門や運輸部門での
二酸化炭素（CO2）削減が不可欠となっている。
東芝は，この課題の解決策の一つとして，CO2を再生可能

エネルギー由来電力で一酸化炭素（CO）に電解し，得られた
COから環境価値の高い燃料や化学品を合成するPower to 
Chemicals（P2C）の開発を推進している。P2Cの中核技術
であるCO2電解技術は，従来，処理速度が低く，社会実装に
必要な大量処理の実現が困難であった。当社は，この課題
を解決する二つの独自技術を開発した。
⑴　CO2を高速処理する触媒電極反応技術　　CO2還
元反応を行うカソード触媒層を多孔質構造化⑴して，電
流密度を大幅に向上させた。触媒層に意図的に形成し
た空孔がCO2拡散を促進し，触媒層全体へのCO2供給
を可能にしたことが，高電流密度化に寄与した。更に，従
来の固体高分子型隔膜に代えて，物理的細孔を持つ多
孔質隔膜を採用し，イオン移動抵抗を低減させて更なる
高電流密度化を実現した⑵。
⑵　処理量を増大させる電極大面積化・多層化技術　　
　燃料電池開発で培ったセルスタック製造技術を活用
し，COファラデー効率のばらつき±2 %以内の面内均一

性を持つ大面積電極を作製した。これにより，16 cm2の
小型セルから400 cm2の実機サイズへの大面積化を達
成し，更に100セル以上を積層したセルスタックを構築
した。大型スタックでも小型セルと同等のCOファラデー
効率を維持しながら，処理量を2,500倍以上に増大さ
せることに成功した。
今後もCO2電解技術の開発を進め，東芝グループの技術
資産を最大限に活用して，P2Cの早期社会実装を目指して
いく。
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